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生物学的意味のある幾何学的解析
一多細胞組織の細胞境界の緊張について-



















































































































































































〔上皮性細胞シー ト〕 これまでの境界短縮操作の結果から上皮性細胞のシー トは緊張し






部 )両氏をはじめとして,引用文献 1,4,6,7) に表わされている多数の研究者の協力を得て
なされたものである｡境界短縮振作のより適切な利用のために問題点を明確にし,形に関心の
ある研究者からの批判を乞うものである｡
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